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グローバル化する現代経済の批判的検討一商学の新たな創造に向けて一
研究代表者福田邦夫
2012年度は、 2011年度に引き続き隔月で分担分野の報告研究会を行い、学内外の研究者、専門家、
さらには院生を招いて研究のサーベイを行い、商学研究・教育の在り方について提言を受け、ファン
ド規制に関する毎月第四土曜に報告研究会をもっ。海外の動向について、とりわけ昨今北朝鮮問題と
の関わりで緊張している韓国の動向について、商学部助手の大津健人さん、そしてアラブの春の発端
となったチュニジアのその後の情勢について同じく商学部助手の山中達也さんから研究会で報告を受
けた。大津、山中両報告については次年度の予算で車券総合研究の成果として小冊子を発行する予定
である。なお、ファンド規制に関する研究報告会において、商学部助教の高橋円さん、そして大月短
大非常勤講師の山崎真理子さんからフアンドについて報告がなされ、両報告を同じく次年度予算では
あるが、冊子として発行する予定となった。
また、昨年出張予定者の体調不良の為中止したインドの調査が2013年3月1日から 3月6日にわ
たって行われた。参加者は、研究メンバーの、福田邦夫、柿崎繁、三和裕美子、小林尚朗である。現
地では、 ]etro New Delhiにおいて、経済連携促進アドバイザーの大穀 宏さんインドの政治・経済
情勢、日本企業の進出動向について、最近ミャンマーへの進出が活発となっていることからそれとの
比較でインドのメリット、デメリットについて詳しくレクチャーを受け、また貴重な統計資料をいた
だいた。また Toshibalndia Private Limitedの電力部門のジェネラルマネージャーの田代 豊さんか
ら東芝のインドにおける展開状況とその狙いについて詳しくレクチャーを受けることが出来た。ま
た、インドの日本人会の様子やインドに進出している邦人の生活や苦労話も聞くことが出来た。海外
出張の厳しさ、とりわけ技術部門に固有の状況についても貴重な話を伺うことが出来た。また長年日
本在住していた PaisleyExportsL TDのU.S.Sawneyさんを紹介され、インド観光産業の歴史と現状
についてお話を伺うことも出来た。全体としてインドの現状を肌で感じることが出来たことと、文献
ではわからないインドに進出している日本企業の動向とそこで働く邦人の生活を知る貴重な機会と
なった。
2012年度の成果として、福田邦夫「グローパリゼーションとジャスミン草命JWアジア・アフリカ研
究』、 2012年5月刊、福田邦夫 IEUの21世紀:経済危機から統合へJr神奈川大学評論J、第73号、 2012
年11月刊、福田邦夫「グローバル化のもとでの資本の動向と反撃の展望Jr月刊全労連J新年号、 20日
年1月刊、福田邦夫「アルジエリア 非情の歴史JW季刊アラブJNO .144，2013年1月刊、柿崎繁「グ
ローパリゼーションの歴史的位置づけによせて~アメリカ資本主義の歴史的発展との関わりで~Jr東
京経済大学会誌 経済学277号J、2013年2月刊、柿崎繁、書評「延近充著『薄氷の帝国アメリカ~戦
??
後資本主義世界体制とその危機の構造~.I J r季刊 経済理論』第49巻第4号、 20日年3月刊。所康弘
(学会報告)Iアメリカ多国籍企業の対メキシコ.NAFTA戦略」多国籍企業学会東部例会、 2013年4
月14日、二松学舎大学、所康弘「北米自由貿易協定 (NAFTA)下のメキシコ社会・経済的諸問題Jr経
済J新日本出版社、 209号、 2013年2月等がある。
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